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1．取り組みの背景

•化成肥料の価格高騰

1,500円/袋→約3,000円/袋

→肥料コストが激増

•化成肥料の購入条件悪化

先行発注・一括納品・支払

→キャッシュフロー悪化・保管場所の確保

•肥料コスト低減体系緊急転換事業（令和3年補正）

土壌分析費用→定額補助

汚泥発酵肥料輸送費→1/2補助
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2．取り組みのポイント

•総合的な土壌分析の実施

採土・測定から分析・アドバイスまでを一括で外
部に委託

化学性＋物理性（特に作土深）

圃場・作物別の減肥基準を構築（ 終目標）

•汚泥発酵肥料の活用

化成肥料の代替

成分・安全性の担保

元肥・追肥→元肥のみで作業コストを削減
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3．総合的な土壌分析の実施
【従来の課題】

• 圃場数も多く、費用もかかることから土壌分析はほぼ
実施できていない。また、実施しても分析結果をどう判
断してよいかわからない。

• 肥料資材会社に分析頼むと費用は安いが、結局肥料・
資材コストが減ることは無い。

• 作物の出来で施肥量を調整すると肥料過剰が原因の
場合はより悪化（出来×、生産コスト×）する

【取り組み】

• 採土・測定から分析・アドバイスまで、減肥基準を構築
するために必要なデータ収集・アドバイスを一括して専
門会社に委託した。
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出荷団体名 株式会社大濱屋 圃場画像

生産者名 鈴木 卓磨 圃場全体

圃場名 お墓北

面積（平方メートル） 1275

圃場位置(緯度) 34.69215

圃場位置(経度) 137.788459

品目名 ブロッコリー

作型 露地

採土日 2022.06.17

採土法 5点法

仮比重 0.98

測定日 2022.06.17

測定法 5分割×5ポイント

測定状態 ロータリー後

作土深の中心値 15.07867647



土壌化学性グラフ 土壌硬度グラフ

【グラフ共通・棒色】基準値（上下限）
赤：基準値以上、グレ―：基準値内、青：基準値以下
【グラフ共通・縦点線】
黄点線：基準値上限、赤点線：基準値上限の2倍ライン

【グラフ共通：水平線】赤破線：作土深の中央値
【左グラフ：垂直線】グレー破線：1.5メガパスカル
【中グラフ：水平線】赤点線（上下）：全体68%範囲
【左グラフ・棒色（全体）】作土深の中央値の深さ
：青：15㎝以下、黄：30㎝以上、グレー：15㎝以上30㎝以下
【中・線色】ばらつき度：緑＞グレー＞橙

【コメント】PHは適正範囲（6.0‐6.5）です。
ECが高いので、窒素の減肥が可能です。
リン酸は過剰で、これ以上の施用は不要です。
塩基飽和度が高いので、塩基類を施用しても土が保持できません。
保肥力が低いため、追肥型の施肥を心がけてください。
作土深は浅め（20ｃｍ以内）で、圃場内での作土深のばらつきは普通です。

4．汚泥発酵肥料の活用①
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時期 肥料タイプ 量（㎏） 金額（円） N（㎏/10a） P（㎏/10a） K（㎏/10a）

元肥 オール14高度化成 100 7,500 14.0 14.0 14.0

追肥 化成肥料 40 5,400 4.0 0.0 0.4

追肥 オール14高度化成 40 3,000 5.6 5.6 5.6

計 180 15,900 23.6 19.6 20.0

時期 肥料タイプ 量（㎏） 金額（円） N（㎏/10a） P（㎏/10a） K（㎏/10a）

元肥 オール14高度化成 100 7,500 14.0 14.0 14.0

元肥 汚泥発酵肥料 200 4,600 7.4 7.6 1.0

計 300 12,100 21.4 21.6 15.0

従来の施肥設計（10a)・・基本パターン

取り組みの施肥設計（10a)・・基本パターン
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フレコン（使用後） フレコン（使用前）

汚泥発酵肥料（ペレット） 散布機（ブロキャス）

4．汚泥発酵肥料の活用②

【選択のポイント】

•普通肥料登録があり、肥料成分分析や重金属・微
生物分析で成分と安全性の担保ができている。

→販売先からGAP認証を求められていることもあり

安全性を担保するためのコストが不要なのは

有難い。

•今後も安定供給できる体制がある。
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5．今後について

•圃場・品目別の減肥基準を構築するためには、土
壌分析、施肥量、作物の成果などのデータを継続
的に比較検討する必要がある。

→分析コストを吸収する肥料等のコスト削減が必須

•汚泥発酵肥料など従来と形状が違う肥料の散布
体系を見直す必要がある。

→ペレット化（今年度から、ただし単価UP）

•汚泥発酵肥料の引き合いが急増する中、安心して
使用できる汚泥発酵肥料を確保する必要がある。
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